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要約
[bookmark: _GoBack]本取組では薬剤師免許を有した治験コーディネーターの養成を目的として、学部・大学院のカリキュラムの構築、およびステークホルダーとの協力による治験力向上について実施してきた。取組期間を通じ、各大学において治験に関する講義が組まれ、大学院においては２校で治験に関する取り組みが実施されている。ステークホルダーとの協業体制に関しては、演習の実施について病院に協力を仰いでいる。今後は更にこの取組を進め、実際の治験資材を用いた実習を計画している。
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－-
１．目的
本取組は、四国の全薬学部が戦略的連携関係を持ち、薬剤師養成教育・大学院教育と研究を共同して推進し、臨床薬学分野の研究者や高度な専門知識を有する臨床薬剤師を養成することを目指している。その目標の一つとして治験力を向上させるための治験コーディネーター（CRC）の養成を掲げているが、治験に精通した薬剤師養成を進める方策として、大学の治験センターとの協力および学部・大学院の治験関連教育カリキュラム構築を行うこととした。

２．活動内容
学部学生に対しては、徳島大学薬学部では学部２年次の『医薬品開発論３』において、治験および臨床統計の講義を実施している。徳島文理大学では５年次にアドバンスト教育として『治験業務学』を開講している。徳島文理大学香川薬学部では６年次の『医薬品開発特別講義』において、非臨床試験、臨床試験、市販後調査、治験を教えている。そして松山大学薬学部は４年次生に対し、『治験薬学』として治験、CRC等に関する講義を提供している。
各大学では薬学モデル・コアカリキュラムに沿って、治験の内容を科目に組み入れているが、本事業での取組に合わせ、遠隔講義システムへの授業登録による他大学へのコンテンツの提供等、さらなる取組を進めている。
大学院においては、徳島大学薬科学教育部では『臨床病態学特論』、『医療薬学実践演習』で、治験の実戦に向けた講義・演習プログラムを提供しており、外部講師および本学医学部教授による講演会およびワークショップを講義に組み込んだ（平成26年度：第 11回大学院ヘルスバイオサイエンス研究部公開シンポジウム・「研究倫理を考える」、平成27年度：「治験に対する理解を深めるための演習」、平成28年度：CRCキャリアアップ研修会）。徳島文理大学大学院薬学研究科薬学専攻では『レギュラトリーサイエンス』、『医薬品創製特論』、『医療統計学』で、治験の実戦に向けた講義を提供している。

３．成果
各大学で、学部における治験の講義は実施されており、大学院においても２校で実施に移されており、また、遠隔講義システムを使った治験関連授業科目の受講システムも構築された。

４．今後の予定
治験は法規部分と臨床試験・臨床研究部分に分けることができる。今後は臨床試験・臨床研究部分に寄与できる薬剤師の養成を目指し、実際の治験資材を用いた治験に関する実習、および病院との連携を視野に入れ、継続して実施することにしている。
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